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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成27年7月30日(2015.7.30)

【公開番号】特開2015-112477(P2015-112477A)
【公開日】平成27年6月22日(2015.6.22)
【年通号数】公開・登録公報2015-040
【出願番号】特願2014-239554(P2014-239554)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｂ  37/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  18/00     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ   5/18     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ 101/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｂ   37/00     ６５４　
   Ａ６３Ｂ   37/00     ６２２　
   Ａ６３Ｂ   37/00     ４２０　
   Ａ６３Ｂ   37/00     ４２６　
   Ａ６３Ｂ   37/00     ５１２　
   Ａ６３Ｂ   37/00     ５４４　
   Ａ６３Ｂ   37/00     ４１２　
   Ａ６３Ｂ   37/00     ５３２　
   Ａ６３Ｂ   37/00     ５３８　
   Ｃ０８Ｇ   18/00     　　　Ｆ
   Ｂ３２Ｂ    5/18     １０１　
   Ｃ０８Ｇ  101:00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年3月31日(2015.3.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コア組立体であって：（ｉ）フォーム状ポリウレタン組成物を有し、直径が０．１００
から１．１０インチであり、比重（ＳＧｉｎｎｅｒ）および中心硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃ
ｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒ）を伴う内側コア層と；（ｉｉ）非フォーム状熱硬化性または熱可
塑性組成物を有し、上記内側コア層のまわりに配され、厚さが０．１００から０．７５０
インチであり、比重（ＳＧｏｕｔｅｒ　ｃｏｒｅ）および外側表面硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　

ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）を伴う外側コア層とを上記コア組立体と、
　多層カバーであって：（ｉ）非フォーム状熱可塑性材料有し、（ＳＧｉｎｎｅｒ　ｃｏ

ｖｅｒ）を伴う内側カバー層と；（ｉｉ）非フォーム上の熱硬化性または熱可塑性組成物
を有する外側カバー層とを有する、上記多層カバーをと有し、
　ＳＧｉｎｎｅｒ　ｃｏｖｅｒ＞ＳＧｏｕｔｅｒ　ｃｏｒｅ＞ＳＧｃｅｎｔｅｒであり、
　Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒは１０から６０ショアＣの範囲内であり、Ｈｏ

ｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣは６５から９６ショアＣの範囲内であり、上記コ
ア組立体にわたって正の硬度勾配を形成することを特徴とする多層ゴルフボール。
【請求項２】
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　コア組立体であって：（ｉ）フォーム状ポリウレタン組成物を有し、直径が０．１００
から１．１０インチであり、比重（ＳＧｉｎｎｅｒ）および中心硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃ
ｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒ）を伴う内側コア層と；（ｉｉ）非フォーム状熱硬化性または熱可
塑性組成物を有し、上記内側コア層のまわりに配され、厚さが０．１００から０．７５０
インチであり、比重（ＳＧｏｕｔｅｒ　ｃｏｒｅ）および外側表面硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　

ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）を伴う外側コア層とを上記コア組立体と、
　多層カバーであって：（ｉ）非フォーム状熱可塑性材料有し、（ＳＧｉｎｎｅｒ　ｃｏ

ｖｅｒ）を伴う内側カバー層と；（ｉｉ）非フォーム上の熱硬化性または熱可塑性組成物
を有する外側カバー層とを有する、上記多層カバーをと有し、
　ＳＧｉｎｎｅｒ　ｃｏｖｅｒ＞ＳＧｏｕｔｅｒ　ｃｏｒｅ＞ＳＧｃｅｎｔｅｒであり、
　Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒは２０から８０ショアＡの範囲内であり、Ｈｏ

ｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣは２５から６３ショアＤの範囲内であり、上記コ
ア組立体にわたって正の硬度勾配を形成することを特徴とする多層ゴルフボール。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７２】
　ここで説明し図説した組成物およびゴルフボール製品はこの発明のいくつかの実施例に
すぎないことを理解されたい。この発明の趣旨および範囲から逸脱することなく種々の変
更および追加を当該組成物および製品に対して行えることは、当業者が理解するところで
ある。そのような実施例は添付の特許請求の範囲によりカバーされることを留意されたい
。
　ここで説明した技術的特徴について以下に列挙する。
［技術的特徴１］
　コア組立体であって：（ｉ）フォーム状ポリウレタン組成物を有し、直径が約０．１０
０から約１．１０インチであり、比重（ＳＧｉｎｎｅｒ）および中心硬度（Ｈｉｎｎｅｒ
　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒ）を伴う内側コア層と；（ｉｉ）非フォーム状熱硬化性または
熱可塑性組成物を有し、上記内側コア層のまわりに配され、厚さが約０．１００から約０
．７５０インチであり、比重（ＳＧｏｕｔｅｒ　ｃｏｒｅ）および外側表面硬度（Ｈｏｕ

ｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）を伴う外側コア層とを上記コア組立体と、
　多層カバーであって：（ｉ）非フォーム状熱可塑性材料有し、（ＳＧｉｎｎｅｒ　ｃｏ

ｖｅｒ）を伴う内側カバー層と；（ｉｉ）非フォーム上の熱硬化性または熱可塑性組成物
を有する外側カバー層とを有する、上記多層カバーをと有し、
　ＳＧｉｎｎｅｒ　ｃｏｖｅｒ＞ＳＧｏｕｔｅｒ　ｃｏｒｅ＞ＳＧｃｅｎｔｅｒであり、
　Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒは約１０から約６０ショアＣの範囲内であり、
Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣは約６５から約９６ショアＣの範囲内であり
、上記コア組立体にわたって正の硬度勾配を形成することを特徴とする多層ゴルフボール
。
［技術的特徴２］
　上記内側コアの直径は約０．２０から約０．９０インチの範囲内であり、上記内側コア
の比重は約０．３０から約０．９５ｇ／ｃｃの範囲内である技術的特徴１記載のゴルフボ
ール。
［技術的特徴３］
　上記フォーム状ポリウレタン組成物は、ポリイソシアネート、ポリオール、ならびに硬
化剤化合物、表面活性剤、および触媒の混合物に水を付加することにより準備され、上記
水は混合物をフォーム状にするのに十分な量だけ加えられる技術的特徴１記載のゴルフボ
ール。
［技術的特徴４］
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　上記外側コア層の厚さは約０．２０から約０．８０インチの範囲内であり、上記外側コ
ア層の比重は約０．６０から約１．２０ｇ／ｃｃの範囲内である技術的特徴１記載のゴル
フボール。
［技術的特徴５］
　上記外側コア層は、ポリブタジエン、エチレン－プロピレンゴム、エチレン－プロピレ
ン－ジエンゴム、ポリイソプレン、スチレン－ブタジエンゴム、ポリアルケナマー、ブチ
ルゴム、ホロブチルゴム、ポリスチレンエラストマー、イソブチレンおよびｐ－アルキル
スチレンのコポリマー、イソブチレンおよびｐ－アルキルスチレンのハロゲン化コポリマ
ー、ブタジエンのアクリルニトリルとのコポリマー、ポリクロロプレン、アルキルアクリ
レートゴム、塩化イソプレンゴム、アクリロニトリル塩化イソプレンゴム、およびこれら
の混合物からなるグループから選択された熱硬化性ゴムを有する技術的特徴１記載のゴル
フボール。
［技術的特徴６］
　上記外側コア層は、部分的に中和されたアイオノマー、高度に中和されたアイオノマー
、ポリエステル、ポリアミド、ポリアミド－エーテル、ポリアミド－エステル、ポリウレ
タン、ポリ尿素、フルオロポリマー、ポリスチレン、ポリプロピレン、ポリエチレン、ポ
リビニルクロライド、ポリビニルアセテート、ポリカーボネート、ポリビニルアルコール
、ポリエステル－エーテル、ポリエーテル、ポリイミド、ポリエーテルケトン、ポリアミ
ドイミド、およびこれらお混合物からなるグループから選択された熱可塑性ポリマーを有
する技術的特徴１記載のゴルフボール。
［技術的特徴７］
　上記熱可塑性材料は、Ｏ／Ｘ／Ｙタイプのコポリマーを有するアイオノマー組成物であ
り、ここで、Ｏはα－オレフィン、ＸはＣ３－Ｃ８α，βエチレン系不飽和カルボン酸で
あり、上記コポリマーの総重量を基本にして１０～２０ｗｔ％の量だけ存在し、Ｙはアル
キルアクリレートおよびアリールアクリレートから選択されたアクリレートであり、上記
コポリマーの総重量を基本にして０～５０ｗｔ％の量だけ存在し、ここで、酸基の７０％
よりも多くの部分が金属イオンで中和されている技術的特徴６記載のゴルフボール。
［技術的特徴８］
　Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒは、約１５から約６０ショアＣの範囲であり、
Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）は、約８２から約９１ショアＣの範囲であ
る技術的特徴６記載のゴルフボール。
［技術的特徴９］
　上記内側カバー層の厚さは約０．０１５から約０．５５５インチの範囲にあり、上記内
側カバー層の比重は約０．６０から約２．９０ｇ／ｃｃである技術的特徴１記載のゴルフ
ボール。
［技術的特徴１０］
　上記外側カバー層は熱硬化性または熱可塑性のポリウレタン組成物を有する技術的特徴
１記載のゴルフボール。
［技術的特徴１１］
　上記内側コア層は外側表面硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅ）および中
心硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒ）を伴い、Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓ

ｕｒｆａｃｅはＨｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒより大きくて正の硬度勾配を生成
し、上記外側コア層は外側表面硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）およ
び中間点硬度（Ｈｍｉｄｐｏｉｎｔ　ｏｆ　ＯＣ）を伴い、上記Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆ

ａｃｅ　ｏｆ　ＯＣは上記Ｈｍｉｄｐｏｉｎｔ　ｏｆ　ＯＣより大きくて正の硬度勾配を
生成する技術的特徴１記載のゴルフボール。
［技術的特徴１２］
　上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒは約１０から約４８ショアＣの範囲内であ
り、上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅは約２４から約５５ショアＣの範囲内
である技術的特徴１１記載のゴルフボール。
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［技術的特徴１３］
　上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒは約１５から約８０ショアＡの範囲内であ
り、上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅは約２０から約９５ショアＡの範囲内
である技術的特徴１１記載のゴルフボール。
［技術的特徴１４］
　上記Ｈｍｉｄｐｏｉｎｔ　ｏｆ　ＯＣは約４０から約８７ショアＣの範囲内であり、上
記Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣは約７２から約９５ショアＣの範囲内であ
る技術的特徴１１記載のゴルフボール。
［技術的特徴１５］
　上記内側コア層は外側表面硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅ）および中
心硬度（Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒ）を伴い、Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓ

ｕｒｆａｃｅはＨｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒと等しいか小さくてゼロまたは負
の硬度勾配を生成し、上記外側コア層は外側表面硬度（Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　

ｏｆ　ＯＣ）および中間点硬度（Ｈｍｉｄｐｏｉｎｔ　ｏｆ　ＯＣ）を伴い、上記Ｈｏｕ

ｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣは上記Ｈｍｉｄｐｏｉｎｔ　ｏｆ　ＯＣより大きく
て正の硬度勾配を生成する技術的特徴１記載のゴルフボール。
［技術的特徴１６］
　上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒは約１０から約６０ショアＣの範囲内であ
り、上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅは約１０から約５５ショアＣの範囲内
である技術的特徴１５記載のゴルフボール。
［技術的特徴１７］
　上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒは約１５から約８０ショアＡの範囲内であ
り、上記Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｓｕｒｆａｃｅは約１０から約７５ショアＡの範囲内
である技術的特徴１５記載のゴルフボール。
［技術的特徴１８］
　上記Ｈｍｉｄｐｏｉｎｔ　ｏｆ　ＯＣは約４５から約８５ショアＣの範囲内であり、上
記Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣは約７２から約９５ショアＣの範囲内であ
る技術的特徴１５記載のゴルフボール。
［技術的特徴１９］
　コア組立体であって：（ｉ）フォーム状ポリウレタン組成物を有し、直径が約０．１０
０から約１．１０インチであり、比重（ＳＧｉｎｎｅｒ）および中心硬度（Ｈｉｎｎｅｒ
　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒ）を伴う内側コア層と；（ｉｉ）非フォーム状熱硬化性または
熱可塑性組成物を有し、上記内側コア層のまわりに配され、厚さが約０．１００から約０
．７５０インチであり、比重（ＳＧｏｕｔｅｒ　ｃｏｒｅ）および外側表面硬度（Ｈｏｕ

ｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣ）を伴う外側コア層とを上記コア組立体と、
　多層カバーであって：（ｉ）非フォーム状熱可塑性材料有し、（ＳＧｉｎｎｅｒ　ｃｏ

ｖｅｒ）を伴う内側カバー層と；（ｉｉ）非フォーム上の熱硬化性または熱可塑性組成物
を有する外側カバー層とを有する、上記多層カバーをと有し、
　ＳＧｉｎｎｅｒ　ｃｏｖｅｒ＞ＳＧｏｕｔｅｒ　ｃｏｒｅ＞ＳＧｃｅｎｔｅｒであり、
　Ｈｉｎｎｅｒ　ｃｏｒｅ　ｃｅｎｔｅｒは約２０から約８０ショアＡの範囲内であり、
Ｈｏｕｔｅｒ　ｓｕｒｆａｃｅ　ｏｆ　ＯＣは約２５から約６３ショアＤの範囲内であり
、上記コア組立体にわたって正の硬度勾配を形成することを特徴とする多層ゴルフボール
。
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